
農政課では高齢化による農業の担い手不足に対応するため、集落営農組織の育成を支援しています。

1．集落営農組織名
　（農）見地生産組合 
　代表理事　秋吉　克之
2．所在地　　国東市国東町見地
3．設立年月　平成15年10月
4．構成戸数　55戸
5．主な経営内容　
　水稲 9.4ha、大豆12.9ha、麦12.3ha
　飼料イネ 4.5ha
6．集落営農に取り組んで良かったこと
　・機械を個人で所持しなくて良いので、機械貧
　　乏から脱却できた。
　・大型農業機械の導入により、農作業の効率化、低コスト化が可能になった。
　・耕作放棄地がなくなった！農地の維持管理意識が向上した。
　・国や県の補助事業を利用できる。
7．今後の展望、抱負
　異常気象で安定した作柄が望めないことや、米・麦・大豆の単価が不安定なこと、また、補助金政
策がいつまで続くかわからず不安を感じている。今後は、高収益作物の積極的な導入を図りたい。そし
て、農業収支のみで経営が成り立つように経営努力をして、後継者を確保したい。

★頑張る集落営農③★★頑張る集落営農⑦★

▲上国崎小児童との水稲収穫体験

▲吉木公民館で農事組合法人よしきの皆さんと記念撮影

▲報告に訪れた国東市地域技能士会の皆さん（左から）
　安松孝晃会長、溝部元生副会長、矢野圭介さん、
　野田市長、河野時也理事、山田勇副会長

　 67－1116
集落営農について関心のある方は、お問い合わせください。
問い合わせ 農政課

国見総合支所地域産業課
武蔵総合支所地域産業課

　 72－5167
　 82－1113
　 68－1115

安岐総合支所地域産業課
大分県東部振興局農山漁村振興部集落・水田班
　72-0409

地域の声を県政に！県政ふれあいトークで、広瀬知事が国東市へ

矢野圭介さん（安岐町）が建築板金の部で第１位
第38回大分県技能コンクール

広瀬勝貞大分県知事が直接地域に出向
き、地元の方 と々語り合う「県政ふれあい
トーク」のため11月12日（水）、国東市を訪
れました。
広瀬知事は、農事組合法人よしき（田口
義高組合長・国東町北江）とスターコック
ス株式会社（利行眞一代表取締役・国東町
小原）の2ヵ所を訪問し懇談しました。

技能の向上や技術の継承を図る第38回大分県技能コ
ンクール（11月9日（日）・大分市 大分地域職業訓練セン
ター）で入賞した国東市地域技能士会（安松孝晃会長）の
皆さんが、11月26日（水）に市役所を訪れ、野田侃生市長
に受賞を報告しました。
同コンクールには、国東市からは、建築大工、建築板金
の部に2名が参加し、建築板金の部で矢野圭介さん（安岐
町下原・29歳）が見事第1位に輝きました。

　コミュニティバスと同じく大切な「地域共通の財産＝公共交通」として路線バスがあります。
　国東市ではバス事業者に対し市内の赤字路線バス運行維持のために補助金を支出しています。コミュニ
ティバスの運行開始を機に赤字の路線を大幅に減便したものの、平成19年度では採算のとれない赤字路
線に約4，000万円もの補助を行いました。
　赤字路線では、1回あたりの運行で起点から終点まで乗った人数が平均１人に満たない路線が数多くあ
ります。
　バス利用者減少の要因として自家用車の普及があげられます。しかし、通学に用いる児童や生徒、高齢者
にとってバスは重要な交通手段です。路線バスの利用者が減少すると、赤字が増加し、その結果維持のた
めの補助金が増加することとなります。しかし、市の財政状況は厳しく、現状のままでは、すべての路線バス
を維持するのは困難になることが考えられます。
　限られた財源の中で有効な補助が行えるよう、市ではバス事業者と協力して路線の見直し等を行ってい
きます。しかし、路線バスを維持するために最も重要なことは、実際にみんなでバスを利用することです。
　公共交通の利用促進は地球温暖化防止の有効な手段でもあります。
　地域の交通手段の確保と地球環境を守るため公共交通を利用しましょう。

コミュニティバス「おでかけ号」をご利用いただきありがとうございます。平成20年度上半期
の利用状況をお知らせします。
上半期全体での1便あたりの平均乗車数（10.14人）は平成19年度の上半期のみの平均乗車
数（10.07人）とほぼ同数となっています。

地域の交通手段の確保と地球環境を守るため公共交通を利用しましょう。

コミュニティバス「おでかけ号」の利用状況をお知らせします。コミュニティバス「おでかけ号」の利用状況をお知らせします。

平成20年度 国東市コミュニティバス「おでかけ号」運行事業
利用状況一覧表

問い合わせ 企画課企画係　 0978－72－5161

☆平成20年度上半期（平成20年4月から平成20年9月）までの利用実績です。
☆ 「平成20年度平均乗車数」は、前年度と比較するため１日１往復で、次のように算出します。
　 【路線別】《「下り①」＋「上り」乗車数》÷《運行回数×2便》
　　　運行回数は、曜日によって異なります。（月・水～木＝26回、火＝27回）
　 【全　体】《「下り①」＋「上り」乗車数》÷《運行回数×２便＝786回》
☆「平成19年度平均乗車数」は、平成19年４月から平成20年3月までの実績です。
☆「下り①乗車数」は、午前9時前後に旧町中心部に向けて運行している便の乗車総数です。
☆「上り乗車数」は、正午前後に旧町中心部から各地に向けて運行している便の乗車総数です。
☆「下り②乗車数」は、「上り」便が折り返し運行している便の乗車総数です。
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